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子育て関係団体 ヒアリング結果

・困っている人（保護者、子ども）を支援する人材の確保、育成に尽力
・中高生の居場所がないという保護者が多い。
・各地区にハードがあり、人が常に配置されている地区会館を活用しては？
・共助の力を生かす仕掛け、同世代の家族と関わる機会の提供

・不都合なく家で過ごせてしまう時代になり、この３～４年は表立ってやんちゃを
する子はいない。表向きは落ち着いてみえるが、つながりを築くことが困難。
・経済的理由で学童に行けない子のために、無料で通えるような場所が必要。
・こどもの居場所（福祉）を支えていく人材の確保が必要。

・乳児、幼児期の居場所（親、子）は充実している。育児サークル、こそだて広場など
・小中高生の居場所は不足していると感じている。
・小学校区に児童センターや公園などがない場合、送迎バスなどほしい。
・食事と勉強がセットで提供できるところが身近に必要だと思う。（地区会館など）

・社協としては児童センターを核に子どもの居場所について方向性を考えたい。
・児童センターの近くの子は来れるが、離れた地域の子は来れないため、 校区ごと
同様の機能があることが理想。
・今の体制では、発達障がいの児童の対応が難しくなっている。人材育成が課題 2

児童育成支援拠点事業（学校や家以外の子どもの居場所支援）について 資料5



小学生の放課後の過ごし方

祖父母宅、知人宅
25.5％

習い事
36.7％

学童クラブ
23.9％

～平成31年加賀市 子ども・子育て支援ニーズ調査 調査結果報告書から～

自宅
70.5％

その他
ファミサポ、放課後子ども教室 等

4.2％

児童センター
7.4％
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小学生の放課後の過ごし方

～平成31年加賀市 子ども・子育て支援ニーズ調査 調査結果報告書から～

過ごす場所別週当たり日数

月 火 水 木 金

自宅 習い事 祖父・友達宅 習い事 自宅

データから1週間をイメージすると
次のような家庭が大半を占めているのでは・・・
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子どもの居場所づくり ～ステージごとサービス～

高校生中学生小4～6年生小1～3年生乳児・幼児

児童センター
（育児サークル）
児童センター
（育児サークル）

子育て支援センター子育て支援センター

保育園保育園

子育てひろば子育てひろば

NPO法人かもママ
（ファミサポ・親子ほっ
とステーション）

NPO法人かもママ
（ファミサポ・親子ほっ
とステーション）

・ココラボ
（大聖寺）
・みかん
（山代）
・商業施設

・ココラボ
（大聖寺）
・みかん
（山代）
・商業施設

学童クラブ学童クラブ
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